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Ｑ
：
右
の
史
料
の
共
通
点
は
何
で
し
ょ
う
？

※
「
公
文
書
館
の
史
料
で
あ
る
」
「
日
本
語
で
書
か

れ
て
い
る
」
等
の
大
前
提
は
除
き
ま
す
。

史
料
は
（
文
字
以
外
に
も
）
語
る

～
「
梅
津
政
景
日
記
」
よ
り
～

Ａ
：
す
べ
て
日
記
で
あ
る
。

そ
ん
な
の
写
真
だ
け
で
分
か
る
か
！
と
い
う
ブ
ー
イ

ン
グ
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
す
べ
て
日
記
だ
と

思
っ
た
上
で
も
う
一
度
見
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
せ
ん
か
？

そ
う
、
サ
イ
ズ
で
す
。
右
の
日
記
だ
け
が
妙
に
大
き

い
の
で
す
。

左
上
の
「
岡
本
元
朝
日
記
」
と
「
渋
江
和
光
日
記
」

は
二
四
㎝×

一
七
㎝
と
、
現
在
の
Ｂ
５
版
に
近
い
サ
イ

ズ
。
左
下
の
「
宇
都
宮
孟
綱
日
記
」
と
「
御
用
留
書
」

は
一
二
㎝×

一
七
㎝
と
、
そ
の
半
分
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
右
の
「
梅
津
政
景
日
記
」
は
三
二
㎝

×

二
六
㎝
。
「
岡
本
」
や
「
渋
江
」
の
倍
の
大
き
さ
で

す
。
初
代
藩
主
・
佐
竹
義
宣
の
時
代
に
銀
山
奉
行
や
町

奉
行
を
歴
任
し
た
重
臣
の
日
記
に
は
、
大
坂
の
陣
な
ど

全
国
的
な
事
件
に
関
わ
る
記
述
も
み
ら
れ
、
県
外
か
ら

調
査
に
来
る
方
も
多
い
史
料
で
す
。
そ
ん
な
各
地
の
資

料
を
見
て
来
た
方
で
も
、
「
ず
い
ぶ
ん
大
き
い
で
す

ね
！
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
史
料
そ
の
も
の
だ
け
で

な
く
、
そ
の
大
き
さ
も
希
少
価
値
の
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
表
紙
に
は
「
政
景
日
記
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
自
分
の
日
記
に
自
分
の
名
前
を
冠
す
る
人
は

相
当
な
オ
レ
様
で
す
（
た
ぶ
ん
）
。
従
っ
て
こ
の
表
紙

は
政
景
本
人
で
は
な
く
、
後
日
別
の
人
物
が
付
け
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
内
容
以
外
に
も
、
史
料
か
ら
よ

み
と
れ
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。【

鍋
島

真
】

平
成
二
七
年
度
の
公
文
書
館
講
座
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
古
文
書
解
読
講
座

第
一
・
二
回

七
月
三
日
（
金
）

午
前
一
〇
時
半
～
／
午
後
一
時
半
～

第
三
・
四
回

七
月
一
〇
日
（
金
）

午
前
一
〇
時
半
～
／
午
後
一
時
半
～

第
五
・
六
回

七
月
一
七
日
（
金
）

午
前
一
〇
時
半
～
／
午
後
一
時
半
～

第
七
・
八
回

七
月
二
四
日
（
金
）

午
前
一
〇
時
半
～
／
午
後
一
時
半
～

会
場

公
文
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

第
一
回

七
月
三
一
日
（
金
）

第
二
回

八
月
二
八
日
（
金
）

午
後
一
時
半
～
三
時

会
場

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
・
講
師
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
月
中
旬

に
館
内
掲
示
や
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
な

お
、申
込
受
付
は
五
月
二
〇
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公
文
書
館
講
座
の
お
知
ら
せ
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五
月
三
〇
・
三
一
日
は
東
北
六
魂
祭
の
開
催
に
伴
い
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

六
月
一
～
七
日
は
特
別
整
理
期
間
の
た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す
。
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本
年
三
月
当
館
刊
行
「
岡
本
元
朝
日
記
」
第
一
巻
の

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
年
）
六
月
十
九
日
条
に
、
檜

山
当
主
多
賀
谷
将
監
隆
経
の
妻
が
、
そ
の
父
で
あ
る
南

家
義
敞
（
よ
し
と
し
）
の
一
回
忌
に
先
立
ち
、
角
館
に

立
寄
っ
た
後
に
湯
沢
に
向
か
う
と
の
知
ら
せ
が
、
岡
本

元
朝
（
又
太
郎
）
の
耳
に
入
っ
た
こ
と
が
事
の
発
端
と

な
り
ま
し
た
。

岡
本
又
太
郎
が
こ
の
件
に
深
く
関
わ
る
の
は
「
関
係

図
」
に
示
す
と
お
り
、
多
賀
谷
の
奥
方
さ
ん
（
参
）
の

●

●

姉
ろ
く
を
自
分
の
妻
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

●

●

つ
ま
り
二
人
の
姉
妹
が
別
々
の
行
動
を
と
る
こ
と
に
疑

念
を
持
っ
た
か
ら
で
す
。
元
朝
の
言
い
分
は
、

ゆ
へ
は
先
湯
沢
へ
一
度
も
里
帰
無
之
候
、
只
今
ハ
い

よ
い
よ
親
父
死
去
に
御
座
候
ヘ
ハ
一
度
清
涼
寺
之
位

牌
を
も
拝
、
家
本
へ
見
舞
其
帰
な
と
ニ
角
館
へ
立
寄

候こ
と
が
筋
で
あ
ろ
う
と
の
主
張
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

故
日
延
べ
を
し
て
も
姉
妹
揃
っ
て
先
ず
湯
沢
へ
行
く
べ

き
で
あ
り
、

第
一
親
之
家
本
ヲ
さ
し
置
角
館
ヲ
本
ニ
い
た
し
参
候

事
、
世
間
之
つ
も
り
も
可
有
之
、
機
徳
院
殿
（
義
敞
）

へ
無
礼
ニ
御
座
候

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

多
賀
谷
将
監
の
奥
方
の
抵
抗

～
「
岡
本
元
朝
日
記
」
よ
り
～

と
記
し
た
書
状
を
檜
山
の
奥
方
に
送
り
ま
し
た
。
し
か

し
奥
方
さ
ん
か
ら
は
全
く
返
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

●

●

た
。一

方
妻
の
角
館
行
き
を
認
め
た
多
賀
谷
将
監
の
言
い

分
は
、
「
妻
は
婚
礼
後
一
度
も
角
館
へ
帰
っ
て
い
な
い

の
で
許
し
ま
し
た
。
幸
い
湯
沢
南
家
の
当
主
淡
路
殿
（
義

安
）
に
は
久
保
田
で
会
う
の
で
了
解
い
た
だ
く
つ
も
り

で
す
」
と
の
釈
明
で
し
た
。
や
が
て
日
記
の
同
月
廿
一

日
条
に
「
今
晩
夜
中
多
賀
谷
将
監
殿
奥
方
角
館
へ
御
越

之
由
ニ
て
屋
敷
へ
御
着
候
由
、
女
共
も
前
度
一
円
此
事

不
存
候
」
と
あ
り
、
元
朝
の
忠
告
は
無
視
さ
れ
、
角
館

行
き
は
実
行
に
移
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
行
動

は
将
監
の
意
志
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
、
元
朝
は
「
檜

山
之
奥
方
不
被
用
候
故
無
是
非
候
」
と
諦
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
奥
方
さ
ん
の
抵
抗
は
何
に
依
る
の
で
し

●

●

ょ
う
か
。
推
測
す
れ
ば
、
故
あ
っ
て
離
別
し
た
実
母
清

流
院
（
お
さ
ん
）
へ
の
強
い
思
慕
の
念
が
優
先
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
父
義
敞
の
愛
情
が
側
室
慶
寿

院
に
傾
き
、
そ
の
懐
妊
が
事
実
と
な
っ
た
時
点
で
、
母

清
流
院
が
娘
二
人
を
連
れ
て
角
館
に
戻
っ
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
十
月
、
慶
寿
院
は
嫡
男
義

安
を
生
み
ま
す
。
離
別
は
そ
の
誕
生
の
四
ヶ
月
前
の
こ

と
で
し
た
。
将
監
の
奥
方
さ
ん
が
周
囲
の
批
判
を
承
知

●

●

の
上
、
な
お
角
館
に
ま
ず
立
ち
寄
っ
た
の
は
、
父
方
の

湯
沢
南
家
よ
り
も
、
実
母
の
暮
ら
す
角
館
北
家
に
深
い

愛
着
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
自
然
の
感
情
が
強
い
行
動

に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

【
加
藤
民
夫
】

＜北家＞ 佐竹義隣 おさん（清流院） ※離婚し、娘２人と角館に帰る。
よしちか

ろく（恵松院） ※岡本又太郎妻

さん（参） ※多賀谷将監妻

＜南家＞ 佐竹義敞（機徳院）
よしとし

義安 ※南家の嫡男

継室（慶寿院）

【さん（参）をめぐる関係図】
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